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道
路
は
、
一
歩
家
を
出
れ
ば
そ

こ
に
あ
る
大
変
身
近
な
存
在
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
身
近
さ
ゆ
え

に
、
市
民
の
大
切
な
共
有
財
産
で

あ
る
こ
と
が
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
機
会
に
、
道
路
の
存
在

や
役
割
を
再
認
識
し
、
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
で
、
す
べ
て
の
人
が

い
つ
も
楽
し
く
笑
顔
で
歩
け
る
道

路
環
境
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
境
川
に
は
河
川
で
の
管
理
作
業

を
行
う
た
め
の
河
川
管
理
用
通
路

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で

は
そ
の
通
路
を
自
転
車
歩
行
者
専

用
道
路
と
し
て
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
公
園
や
緑
地
が
散
在
し
心

地
良
い
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路

は
昭
和
５０
年
に
開
放
さ
れ
て
以

来
、
通
勤
通
学
な
ど
の
移
動
の
手

段
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

境
川
に
残
る
自
然
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
や
バ
イ

ク
が
通
行
す
る
こ
と
が
な
い
た

め
、
高
齢
者
や
小
さ
い
お
子
さ
ん

を
連
れ
た
ご
家
族
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。

【
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
】

 

「
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た

自
転
車
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
っ

た
」
、
「
歩
い
て
い
た
ら
後
か
ら

す
ご
く
大
き
な
音
で
ベ
ル
を
な
ら

さ
れ
た
」
と
い
っ
た
声
が
歩
行
者

の
方
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
一
部
で
は
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
」
と
い
う
誤
っ
た
名
で
呼
ば

れ
、
自
転
車
専
用
の
道
路
で
あ
る

と
い
う
誤
解
が
あ
り
ま
す
が
、
自

転
車
と
歩
行
者
の
専
用
道
路
で
、

あ
く
ま
で
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

道
幅
が
あ
ま
り
広
く
な
く
、
高
齢

者
や
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
多
く
利

用
す
る
道
路
の
た
め
、
自
転
車
で

の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や
、
ジ

グ
ザ
グ
走
行
は
大
変
危
険
で
す
。

　
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
安
全
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思

い
や
り
を
も
っ
た
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

愛
称
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
境
川
に
整
備
さ
れ
た
自

転
車
歩
行
者
専
用
道
路
が
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
方
が
歩
い
て
も
、
自
転
車
に

乗
っ
て
も
、
よ
り
安
全
で
快
適
に

利
用
で
き
る
道
路
に
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
こ
の
道
路
が
皆
さ
ん
に
よ
り

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
道
路
に
な

る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
①
愛
称

②
推
薦
理
由
③
住
所
④
氏
名
⑤
電

話
番
号
を
明
記
し
、
８
月
３１
日
ま

で
（
消
印
有
効
）
に
道
路
管
理
課

（
〒
１９４
‐
０
０
２
１
、
中
町
１
―

４
―
４
）
へ
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
ご
応
募
い
た
だ

け
ま
す
。
詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
↓
道

路
↓
道
路
の
愛
称
を
募
集
し
ま

す
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

境
川
自
転
車
歩
行
者

専
用
道
路

散歩など多くの方に利用されている“境川自転車歩行者専用道路”

道路管理課1724・1151問

高齢者福祉課1724・2140、2146問

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の

減
量
に
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
家
庭
用
有
料
ご
み
袋
の

価
格
を
左
表
の
と
お
り
引
き
下
げ

ま
し
た
。

※
旧
価
格
の
有
料
ご
み
袋
は
、
引

き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

※
新
価
格
の
ご
み
袋
は
、
従
来
ど

お
り
、
ご
み
袋
取
扱
店
に
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

【
旧
価
格
の
有
料
ご
み
袋
が
未
開

封
（
１０
枚
１
組
）
の
ま
ま
残
っ
て

し
ま
っ
た
ら
】

　
希
望
に
よ
り
、
外
袋
が
未
開
封

の
も
の
（
１０
枚
１
組
）
に
限
り
、

新
価
格
と
の
差
額
相
当
分
に
つ
い

て
有
料
ご
み
袋
を
お
渡
し
す
る
方

法
で
精
算
し
ま
す
。

○
家
庭
用
有
料
ご
み
袋
は
、
旧
価

格
の
有
料
ご
み
袋
１０
枚
１
組
に
対

し
、
新
価
格
と
の
差
額
相
当
分

（
同
サ
イ
ズ
の
も
の
３
枚
）
を
プ

ラ
ス
で
お
渡
し
し
ま
す
。
精
算
時

期
と
場
所
は
、
右
表
の
と
お
り
で

す
。

※
各
販
売
取
扱
店
で
の
精
算
や
現

金
に
よ
る
精
算
は
、
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
７０
歳
以
上
の
方
等
に
無
料
配
布

し
た
ご
み
袋
は
精
算
し
ま
せ
ん
。

ミニ袋（5r相当）   80円 100円

小袋（10r相当） 160円 200円

中袋（20r相当） 320円 400円

大袋（40r相当） 640円 800円

家
庭
用
有
料
ご
み
袋
の

家
庭
用
有
料
ご
み
袋
の

価
格
を
引
き
下
げ
ま
し
た

価
格
を
引
き
下
げ
ま
し
た

家
庭
用
有
料
ご
み
袋
の

価
格
を
引
き
下
げ
ま
し
た

問 

ご
み
減
量
課
1
７
９
７
・
０
５
３
０

家庭用有料ごみ袋１組（10枚入り）
の新価格［燃やせるごみ用・燃やせ
ないごみ用共通］

新価格 旧価格袋の種類

家庭用有料ごみ袋精算場所等一覧
期　　間精算場所 時　間

8月は「道路ふれあい月間」月は「道路ふれあい月間」
8月1010日は「道の日」です日は「道の日」です
8月は「道路ふれあい月間」
8月10日は「道の日」です

人
口
と
世
帯

人口

世帯

男
女

４２１,３９２人

１８０,９０８世帯

２０８,１６４人
２１３,２２８人

　（前月より１２３人増）

（前月より１１０世帯増）
　（２００９年７月１日現在）

8月10日は「道の日」

道路ふれあい月間推進標語

また歩こう そんな気になる 道がいい

愛称は、境川に整備されている
自転車歩行者専用道路
総延長約14.5kmの区間
（赤線部分）に設定します。

「高齢者見守り支援ネットワーク」事業「高齢者見守り支援ネットワーク」事業
境川団地でモデル実施境川団地でモデル実施
「高齢者見守り支援ネットワーク」事業
境川団地でモデル実施
 「高齢者見守り支援ネットワーク」は、市内に居住している高齢者（高齢の一
人暮らし、高齢の夫婦等）の生活上の不安や孤立死防止・虚弱等に対して、地
域の方々で早めに支援・対応するための仕組みです。また、住み慣れた地域で
誰もが安心して、長く暮らしていける地域づくりを進める活動でもあります。
　全市で実施するのに先だち、10月（予定）からモデルとして「境川団地」で
実施します。当事業に該当される方には、8月初旬に調査票を送付します。受
け取りましたら内容を確認のうえ、記入、返送をお願いします。

高齢者見守り支援ネットワークの構成
【
安
否
確
認
】
高
齢
者
見
守
員
等
が
高
齢
者

の
希
望
に
基
づ
く
訪
問
、
声
か
け
を
通
し
て

さ
り
げ
な
く
様
子
を
見
守
り
ま
す
。

【
異
変
の
気
づ
き
・
発
見
】
地
域
の

協
力
員
・
協
力
機
関
や
町
内
会
・
自

治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
日
常
や
業
務
の
中
で
高
齢
者
の
様

子
を
気
に
か
け
、
異
変
を
感
じ
た
時

に
は
担
当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
連
絡
を
し
ま
す
。

【地域の連携】地域包括支援
センターは、住民、町内会・
自治会、老人クラブ、介護保
険事業者やボランティア団体
等と連携体制を築きます。異
変の連絡があった場合には、
関係機関へつなぎます。

地域の協力員・協力機関

町内会・自治会民生委員・児童委員

老人クラブ

協力団体（要請中）

町田市 警　察 消　防

高齢者
見守員 高齢者

8月１日
から

市役所本庁舎１Ｆ
（閉庁日は地下）
南、なるせ駅前、鶴川、
忠生、小山、堺の各
市民センター

リサイクル文化セン
ター　ごみ減量課

8月21日（金）まで

※この期間は土･日曜
日も受付けます。

8月3日（月）～
2010年3月31日（水）
祝日及び年末年始を
除く月～金曜日

8：30～
17：00

地域包括支援センター


